
　
◆
３
月
19

日

（
土
）

～
５
月
22

日
（
日
）

　
◆
山
種
美
術
館
（
東
京
都
渋

谷
区
広
尾
３
―
12
―
36
）
　
T

E
L
０
３
―
５
７
７
７
―
８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

一
般
１
２
０
０
円
　
大
高
生
９

０
０
円
　
中
学
生
以
下
無
料
　

月
曜
日
休
館
（
3
／
21
・
5
／
2

は
開
館
、
3
／
22
は
休
館
）

　
奥
村
土
牛
は
、
画
家
志
望
で

あ
っ
た
父
親
の
も
と
10
代
か
ら

絵
画
に
親
し
み
、
梶
田
半
古
（
１

８
７
０
～
１
９
１
７
）
の
画
塾

で
生
涯
の
師
と
仰
ぐ
小
林
古
径

（
１
８
８
３
～
１
９
５
７
）に
出

会
う
。

　
38
歳
で
院
展
初
入
選
と
遅
咲

き
で
あ
り
な
が
ら
も
、
40
代
半

ば
か
ら
名
声
を
高
め
、
１
０
０

歳
を
超
え
て
も
制
作
に
取
り
組

ん
だ
。
ま
た
、
半
古
や
古
径
か

ら
学
ん
だ
「
写
生
」
や
「
画
品
」

を
重
視
す
る
姿
勢
を
生
涯
貫

き
、
「
絵
を
通
し
て
伝
わ
っ
て

く
る
の
は
作
者
の
人
間
性
」
と

い
う
自
ら
の
言
葉
を
体
現
す
る

よ
う
な
、
清
ら
か
で
温
か
み
溢

れ
る
作
品
を
数
多
く
生
み
出
し

た
。

　
本
展
で
は
、
画
業
の
初
期
の

作
品
《
麻
布
南
部
坂
》
（
個
人

蔵
）
、
《
胡
瓜
畑
》（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
）
か
ら
、
活
躍
の
場

で
あ
っ
た
院
展
へ
の
数
々
の
出

品
作
《
雪
の
山
》
《
聖
牛
》

《
城
》
な
ど
を
中
心
に
、
古
径

を
偲
ん
で
描
い
た
《
醍
醐
》
《
浄

心
》
や
、
実
景
の
丹
念
な
写
生

に
基
づ
く
《
鳴
門
》
と
い
っ
た

代
表
作
な
ど
、
他
所
蔵
先
か
ら

拝
借
し
た
名
品
を
含
め
約
60
点

を
通
し
、
土
牛
の
１
０
１
年
の

生
涯
を
た
ど
る
展
覧
会
。

　
土
牛
と
い
う
雅
号
は
、
「
土

牛
石
田
を
耕
す
」
の
中
国
・
唐

の
詩
か
ら
父
親
が
名
付
け
た
も

の
。
そ
の
名
の
通
り
、
地
道
に

画
業
へ
専
心
し
続
け
た
土
牛
。

80
歳
を
超
え
て
な
お
「
死
ぬ
ま

で
初
心
を
忘
れ
ず
、
拙
く
と
も

生
き
た
絵
が
描
き
た
い
」
と
語

り
、
精
進
を
重
ね
た
。

　
山
種
美
術
館
が
開
館
50
周
年

を
迎
え
る
こ
の
機
会
に
、
当
館

と
縁
が
深
く
、
近
代
・
現
代
を

代
表
す
る
日
本
画
家
と
し
て
、

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
土
牛
の

作
品
と
生
涯
を
紹
介
す
る
。
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山
種
美
術
館
開
館
50
周
年
記
念
特
別
展

奥

村

土

牛

画
業
ひ
と
す
じ
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み

次
号
は

　
２
月
25
日
発
行

メ
モ

　
開
館
50
周
年
記
念
第

１
弾
と
し
て
開
催
す
る

本
展
で
は
、国
内
屈
指

の
作
品
数(

１
３
５
点)

を
有
し
、ま
だ
無
名
だ

っ
た
研
鑽
の
時
代
か
ら

画
家
・
奥
村
土
牛
に
焦

点
を
当
て
、そ
の
全
貌

を
紹
介
す
る
。

おもしろ体験博物館
　 江戸民具街道

神奈川県足柄上郡中井町久所418
開館時間：10：00～17：00月曜休
　問い合わせ：0465－81－5339

　
■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静

岡
県
熱
海
市
桃
山
町
26
―

２
）
　
電
話
０
５
５
７
）

（
８
４
）
２
５
１
１
　
一

般
１
６
０
０
、
高
大
生
８

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
、
65
歳
以
上
１
２
０
０

円
木
曜
日
休
（
祝
日
は
開

館
）

　
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
下
車
／
バ

ス
４
番
の
り
ば
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
行
８
分
　

熱
海
湾
を
一
望
で

き
、眺
望
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
美
術
館

　
■
諸
橋
近
代
美
術

館

（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原

村
大
字
桧
原
字
剣
ヶ
峰
１

０
９
３
番
23
）
　
一
般
・

大
学
生
９
５
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学

２
０
０
円
生
＊
毎
週
土
曜

日
、
小
・
中
学
生
は
無
料

　
電
話
０
２
４
１（
３
７
）

１
０
８
８

版
画
で
み
る
20
世

紀
展
　
ピ
カ
ソ
か

ら
ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま

で
　
開
催
中
！



　
「
湖
畔
」
で
広
く
知
ら
れ
、

日
本
美
術
の
近
代
化
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
た
黒
田
清
輝
（
１

８
８
６
～
１
９
２
４
）
の
生
誕

１
５
０
年
を
記
念
し
た
大
回
顧

展
。
本
展
は
師
コ
ラ
ン
や
ミ

レ
ー
な
ど
、

黒
田
が
フ
ラ

ン
ス
で
出
会

い
導
か
れ
た

作
品
を
あ
わ

せ
て
展
示
し

な
が
ら
、
留

学

時

代

の

「
読
書
」
「
婦

人

像

（

厨

房
）
」
や
帰

国
後
の
「
舞

妓
」
「
智
・

感
・
情
」
な

ど
の
代
表
作

に
よ
っ
て
、

黒
田
清
輝
の

画
業
全
体
を

振
り
返
る
。

《
展
覧
会
の
み
ど
こ
ろ
》

　
第
１
章
　
フ
ラ
ン
ス
で
画
家

に
な
る
─
画
学
修
行
の
時
代

［
１
８
８
４
～
１
８
９
３
］

　
第
２
章
　
日
本
洋
画
の
模
索

─
白
馬
会
の
時
代

［
１
８
９

３
～
１
９
０
７
］

　
第
３
章
　
日
本
洋
画
の
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
形
成
─
文
展
・
帝
展

の
時
代

［
１
９
０
７
～
１
９

２
４
］
　

　
◆
３
月
５
日

（
土
）
～
５
月
29

日
（
日
）

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
（
東

京
都
江
東
区
三
好
４
―
１
ー

１
）
　
T
E
L
０
３
―
５
７
７

７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
　
一
般
１
５
０
０
円
　

高
校
・
大
学
生
１
０
０
０
円
　

高
校
生
４
０
０
円
　
小
・
中
学

生
５
０
０
円
　
月
曜
日
・
３
月

22
日
（
火
）
休
館
（
た
だ
し
、

3
/
21
、
5
/
2
。
5
/
23
は

開
館
）

　
漫
画
家
、

イ

ラ

ス

ト

レ
ー
タ
ー
、

エ
ッ
セ
イ
ス

ト
…
多
彩
な

才
能
を
い
か

ん
な
く
発
揮

し
、
八
面
六

臂
（
は
ち
め

ん
ろ
っ
ぴ
）

の
活
躍
を
し
た
絵
本
作
家
・
長

新
太
（
ち
ょ
う
し
ん
た
）
。
と

ぼ
け
た
ユ
ー
モ
ア
と
、
“
ナ
ン

セ
ン
ス
な
”
セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る

独
特
の
作
風
で
、
日
本
の
絵
本

界
に
新
境
地
を
ひ
ら
い
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
長
新
太
の
頭
の
中
に
は
、
あ

り
え
な
い
ほ
ど
大
き
な
モ
ノ

や
、
突
然
出
現
す
る
摩
訶
不
思

議
な
シ
ロ
モ
ノ
や
、
想
像
を
超

え
た
お
か
し
な
ヒ
ト
ビ
ト
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て

い
た
ら
し
い
。
こ
れ

ほ
ど
子
供
の
よ
う
に

奔
放
な
世
界
を
創
り

出
し
た
作
家
は
、
長

新
太
を
お
い
て
他
に

い
な
い
。

　
本
展
は
、
「
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
「
セ
ン
ス
と

ナ
ン
セ
ン
ス
」の
２
部
構
成
で
、

絵
本
原
画
、
漫
画
原
画
、
創
作

の
た
め
の
資
料
な
ど
約
２
５
０

点
を
展
示
。
没
後
10
年
を
経
て

な
お
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
魅
了

し
続
け
る
長
新
太
の
創
作
の
秘

密
を
と
く
と
ご
覧
い
た
だ
け

る
。
　

　
◆
３
月
23

日

（
水
）

～

５

月
15
日
（
日
）

　
東
京
国
立
博
物
館
　
平
成
館

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園

13
ー
９
）
　
T
E
L
０
３
―
５

７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
６
０
０

円
　
大
学
生
１
２
０
０
円
　
高

校
生
９
０
０
円
　
中
学
生
以
下

無
料
　
月
曜
日
休
館
（
3
/
28

（
月
）
、
4
/
4
（
月
）、
5
/
2

（
月
）
は
開
館
）

　
「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
や

「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ニ
モ
」
、
「
イ

ン
サ
イ
ド
・
ヘ
ッ
ド
」

そ
し
て
最
新
作
「

ア
ー
ロ
と
少
年
」
な

ど
、
数
々
の
人
気
作
品
を
世
界

に
送
り
出
す
ピ
ク
サ
ー
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
。

　
１
９
８
６
年
、
ア
メ
リ
カ
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
、ジ
ョ
ン
・

ラ
セ
タ
ー
、
エ
ド
・
キ
ャ
ッ
ト

マ
ル
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
ら
が
奇
跡
の
よ
う
な
運
命
で

共
に
集
い
、
ピ
ク
サ
ー
は
２
０

１
６
年
は
ス
タ
ジ
オ
設
立
30
周

年
の
節
目
と
な
る
。
　

　
世
界
各
国
で
好
評
を
博
し
た

世
界
巡
回
展
が
、
２
０
１
６
年
、

ス
タ
ジ
オ
設
立
30
周
年
を
記
念

し
た
作
品
群
を
加
え
、
構
成
を

新
た
に
し
て
日
本
に
上
陸
。

　
◆
３
月
12

日

（
土
）
～
４
月
17

日
（
日
）

　
佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三
島

市
中
田
町
１
―
43
）
　
T
E
L

０
５
５
―
９
７
５
―
７
２
７
８

　
一
般
・
大
学
生
１
０
０
０
円

　
小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円

　
木
曜
日
休
館
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メ
モ

没後10年

長 新太の
　　　脳内地図展

佐野美術館

メ
モ

メ
モ

ス
タ
ジ
オ
設
立
30
周
年
記
念

ピ
ク
サ
ー
展

ピ
ク
サ
ー
展

東
京
都
現
代
美
術
館

　
■
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内
町
１

１
７
）
　
電
話
０
３
（
５
７

７
７
）
８
６
０
０
ハ
ロ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
　
一
般
４
２
０
円
、

高
校
・
大
学
生
２
５
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
　
月
曜
日

休
館
　

日
本
の
歴
史
・
文
化

の
流
れ
の
中
か
ら
論

点
を
絞
っ
た
テ
ー
マ

を
選
ん
で
の
展
示

　
■
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美

術
館
（
静
岡
市
駿
河
区
登
呂

５
―
10
―
５
）
　
電
話
０
５

４
（
２
８
２
）
５
５
２
２
　

一
般
４
１
０
円
高
大
生
２
５

０
円
　
月
曜
日
休
館
　

着
物
、帯
、の
れ
ん
、

屏
風
、額
絵
、絵
本

な
ど
多
岐
に
わ
た
る

　
■
北
九
州
市
立
小
倉
城
庭

園
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
城

内
１
―
２
）
　
電
話
０
９
３

（
５
８
２
）
２
７
４
７
　
会

期
中
無
休
　

庭
園
ゾ
ー
ン

書
院
ゾ
ー
ン

体
験
ゾ
ー
ン

展
示
ゾ
ー
ン



　
国
立
新
美
術
館
で
は
、
２
０

０
７
年
の
開
館
以
来
、
「
さ
ま

ざ
ま
な
美
術
表
現
を
紹
介
し
、

新
た
な
視
点
を
提
起
す
る
美
術

館
」
を
活
動
理
念
と
し
、
デ
ザ

イ
ン
は
重

要
な
展
示

テ
ー
マ
の

一
つ
と
考

え

て

き

た
。
本
展

「
M
I
Y

A
K
E

I
S
S
E

Y
展
：

三
宅
一
生

の
仕
事
」

は
、
三
宅

氏
が
活
動

を
開
始
し

た
１
９
７

０
年
か
ら

現
在
に
至

る
約
45
年

間
の
仕
事

を
紹
介
す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
規
模
の
展
覧
会
と
な
る
。

　
三
宅
氏
は
常
に
次
の
時
代
を

見
据
え
な
が
ら
、
新
し
い
服
づ

く
り
の
方
法
論
と
可
能
性
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
１
９
６

０
年
に
日
本
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
お

い
て
、
当
時
、
多
摩
美
術
大
学

在
学
中
で
あ
っ
た
三
宅
氏
が
、

衣
服
デ
ザ
イ
ン
が
含
ま
れ
な
い

こ
と
に
疑
問
を
持
ち
質
問
状
を

送
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
既
に

そ
こ
に
は
、
衣
服
は
時
代
と
共

に
移
ろ
う
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
普
遍
的
な
レ
ベ
ル
で

私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
生
ま
れ
る「
デ
ザ
イ
ン
」

で
あ
る
と
い
う
三
宅
氏
の
思
想

が
見
て
取
れ
る
。
以
来
、
既
成

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な

発
想
の
も
と
、
独
自
の
素
材
づ

く
り
か
ら
始
ま
り
、
「
一
枚
の

布
」
と
身
体
と
の
関
係
や
、
そ

こ
に
生
ま
れ
る
「
ゆ
と
り
」
や

「
間
（
ま
）
」
を
追
求
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
と
共
に

粘
り
強
い
リ
サ
ー
チ
と
実
験
を

行
い
、
革
新
性
と
着
心
地
の
よ

さ
を
兼
ね
備
え
た
衣
服
を
生
み

出
し
て
い
る
。

　
本
展
で
は
、
初
期
か
ら
最
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
の
全
仕
事

を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
に
対

す
る
三
宅
氏
の
考
え
方
や
デ
ザ

イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
ら
か
に

し
、
未
来
に
向
け
た
更
な
る
創

作
の
可
能
性
を
探
る
。
三
宅
氏

の
仕
事
の
多
様
性
や
豊
か
さ
を

示
し
つ
つ
、
細
部
を
も
丹
念
に

紹
介
す
る
本
展
は
、
今
な
お
進

化
し
続
け
る
三
宅
氏
の
服
づ
く

り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も

の
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

誰
も
が
つ
く
る
こ
と
の
楽
し
さ

に
触
れ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
本
展
が
自
由
な
発
想
を
押

し
広
げ
、
創
造
力
を
刺
激
す
る

機
会
と
な
る
。
　

　
①
１
０
０
点
を
超
え
る
出
品

作
は
す
べ
て
本
画
。
代
表
作
を

集
め
た
真
っ
向
勝
負
の
回
顧
展

で
、
靫
彦
芸
術
の
真
髄
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
。

　
②
歴
史
好
き
の
人
必
見
。
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
、
聖
徳
太
子
、
源

頼
朝
、
源
義
経
、
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
、
宮
本
武
蔵
…
…
な

ど
、
時
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
を

描
い
た
、
教
科
書
で
も
お
な
じ

み
の
作
品
が
並
ぶ
。
靫
彦
戦
後

の
3
大
美
女
、
《
王
昭
君
》
、

《
卑
弥
呼
》
、
《
飛
鳥
の
春
の

額
田
王
》
も
…
。

　
③
古
代
、
中
世
、
近
世
の
歴

史
人
物
た
ち
が
ま
と
う
、
服
飾
、

武
具
、装
飾
品
な
ど
に
も
注
目
。

元
ネ
タ
と
な
っ
た
古
物
、
古
器

と
照
合
で
き
る
も
の
も
多
数
展

示
。
　
　

◆
３
月
16

日

（
水
）
～
６
月
13

日
（
月
）

　
国
立
新
美
術
館

企
画
展
示

室
２
Ｅ
（
東
京
都
港
区
六
本
木

７
―
22
―
２
）
　
T
E
L
０
３

―
５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
３

０
０
円
　
大
学
生
８
０
０
円
　

中
学
生
以
下
は
無
料
　
火
曜
日

休
館
（
5
月
3
日
（
火
・
祝
）

は
開
館
）

　
名
作
の
数
々
で
知
ら
れ
る
日

本
画
家
、
安
田
靫
彦
（
１
８
８

４
～
１
９
７
８
）
は
、
岡
倉
覚

三
（
天
心
）
か
ら
直
接
の
薫
陶

を
受
け
た
最
後
の
世
代
の
一
人

と
い
わ
れ
る
。

　
日
本
美
術
院
の
再
興
に
参
画

し
、
確
か
な
画
技
と
高
い
教
養

を
背
景
に
、
歴
史
画
に
新
た
な

イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し
続
け
た
。

２
０
１
１
年
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
《
黄
瀬
川
陣
》
（
１

９
４
０
―
４
１
年
）
等
代
表
作

約
１
０
０
点
に
よ
り
、
そ
の
優

美
な
歴
史
画
の
魅
力
に
迫
る
。

◆
３
月
23
日

（
水
土
）
～
５
月

15
日
（
日
）

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
（
東

京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
３

―
１
）
　
T
E
L
０
３
―
５
７

７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
４
０
０
円

　
大
学
生
９
０
０
円
　
高
校
生

４
０
０
円
　
中
学
生
以
下
無
料

　
月
曜
日
休
館
（
3
/
28
、
4

/
4
、
5
/
2
は
開
館
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国立新美術館

安
田
靫
彦
展

東
京
国
立
近
代
美
術
館

メ
モ

本
展
の
み
ど
こ
ろ

メ
モ



　
見
附
正
康
氏
と
西
田
健
二
氏

は
、
九
谷
焼
の
技
法
の
ひ
と
つ

「
赤
絵
細
描
」
を
現
代
に
生
か

し
た
作
品
で
と
て
も
人
気
が
あ

る
作
家
。
　

　
両
作
家
は
、
分
業
に
よ
る
協

働
で
ひ
と
つ
の
作
品
を
制
作
し

て
い
る
が
、
本
展
は
そ
れ
ぞ
れ

が
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る

こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
作
品
に
結

晶
し
て
い
る
複
眼
の
思
想
を
ひ

も
解
こ
う
と
い
う
趣
向
。

　
本
展
で
は
、
見
附
氏
の
「
赤

絵
細
描
」
大
皿
、
香
合
、
蓋
物
、

西
田
氏
の
青
白
磁
の
香
合
や
水

注
な
ど
、
そ
し
て
両
氏
に
よ
る

共
同
作
品
を
含
め
て
約
15
点
を

展
示
さ
れ
る
。

◆
３
月
10
日

（
木
）
～
５
月
５

日
（
木
）
　
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
東
京
都
中
央
区
京
橋

３
―
６
―
18

東
京
建
物
京
橋

ビ
ル
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
：
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ

Ａ
２
Ｆ
）
　
T
E
L
０
３
－
５

２
５
０
－
６
５
３
０
　
入
場
無

料
　
水
曜
日
休
館

　
も
っ
と
も
注
目
さ
れ

る
現
代
「
赤
絵
細
描
」

は
、
九
谷
焼
の
技
法
の

ひ
と
つ
で
、
そ
れ
に
魅

せ
ら
れ
た
見
附
正
康
氏

は
、
１
９
７
５
年
生
ま

れ
。
「
赤
絵
細
描
」
を

現
代
に
蘇
ら
せ
た
第
一

人
者
・
福
島
武
山
氏
に

師
事
し
、
そ
の
腕
を
磨

い
て
き
た
。

　
一
本
の
筆
に
よ
る
１

ミ
リ
に
も
満
た
な
い
細

い
線
で
息
を
詰
め
る
よ

う
に
し
て
文

様
を
描
き
出

す
「
赤
絵
細

描
」
は
、
江

戸
後
期
か
ら

昭
和
初
期
ま

で
「
ジ
ャ
パ

ン
ク
タ
ニ
」

の
代
名
詞
と

な
る
ほ
ど
人

気

が

あ
っ

た
。

　
現
代
の
見

附
氏
の
描
く

線
は
、
滲
み

も
歪
み
も
な

く
繊
細
で
、

ま
る
で
Ｃ
Ｇ

と
見
紛
う
完

成
度
。
ま
た
、

幾
何
学
模
様
で
構
成
さ
れ
る
デ

ザ
イ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
パ
タ
ー
ン

に
も
似
て
、
人
気
の
理
由
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
元
来
「
赤
絵
細
描
」
は
そ
の

技
法
の
難
し
さ
か
ら
、
素
地
の

成
形
と
絵
付
け
は
別
々
の
担
当

で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
素
地
を
成
形
し
て
い
る

の
が
轆
轤
師
（
ろ
く
ろ
し
）
の

西
田
健
二
氏
。
西
田
健
二
氏
は

１
９
７
３
年
う
ま
れ
、
生
家
は

九
谷
焼
の
絵
付
師
で
あ
り
な
が

ら
、
自
ら
成
形
の
道
を
追
求
し

て
き
た
作
家
な
の
だ
。
そ
こ
に

は
絵
付
師
の
経
験
か
ら
生
ま
れ

た
、
理
想
の
造
形
の
実
現
が
あ

る
。

　
同
世
代
の
二
人
が
互
い
の
感

覚
に
惹
か
れ
あ
い
、
時
に
挑
戦

し
合
い
、
波
と
波
が
重
な
り

合
っ
て
思
い
が
け
ず
複
雑
な
波

紋
を
描
き
出
す
よ
う
に
、
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
妙
が
生
ま
れ

た
。

　
本
展
で
は
、
二
人
で
制
作
し

た
作
品
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
な

ど
を
展
示
さ
れ
る
。
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「生活とアート」をコンセプトに新しい切り口の展覧会

見附正康・西田健二の＋α展見附正康・西田健二の＋α展
LIXIL GALLERY

　
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
東
京
・
京
橋
）

で
は
来
る
３
月
10
日

（
木
）
か
ら
５
月
５
日

ま
で
、人
気
作
家
の
見

附
正
康
氏
と
西
田
健
二

の
「
見
附
正
康
・
西
田

健
二
の
＋
α
展
」が
開

催
さ
れ
る
こ
と
で
、注

目
さ
れ
て
い
る
。

分
業
に
よ
る
協
働

で
ひ
と
つ
の
作
品

を
制
作

メ
モ

現
代
「
赤

絵
細
描
」

　
の
作
品



　
●
東
京
国
立
博
物
館
（
平
成

館
）
　
「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」

　
２
月
21
日
ま
で
　
T
E
L
０

３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
６
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
国
立
科
学
博
物
館
　
「
ワ

イ
ン
展
　
ぶ
ど
う
か
ら
生
ま
れ

た
奇
跡
」
　
２
月
21
日
ま
で
　

T
E
L
０
３
―
５
７
７
７
―
８

６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
５
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
　

「
恩
地
孝
四
郎
展
」
　
２
月
28

日
ま
で
　
T
E
L
０
３
―
５
７

７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
０
０
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工

芸
館
　
「
未
来
へ
つ
づ
く
美
生

活
展
」
　
２
月
21
日
ま
で
　
T

E
L
０
３
―
５
７
７
７
―
８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

一
般
２
１
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
東
京
都
現
代
美
術
館
　

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
見
え
な
い
都

市
を
見
せ
る
」
　
２
月
14
日
ま

で
　
T
E
L
０
３
―
５
７
７
７

―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
　
一
般
１
２
０
０
円
　
月

曜
日
休
館

　
●
宮
内
庁
三
の
丸
尚
三
蔵
館

　
「
北
欧
の
工
芸
　
自
然
が
生

み
出
す
」
　
３
月
６
日
ま
で
　

T
E
L
０
３
―
５
７
７
７
―
８

６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
無
料
　
月
、
金
休
館

　
●
出
光
美
術
館
　
「
文
字
の

力
・
書
の
チ
カ
ラ
Ⅲ
書
の
流
儀
」

　
２
月
14
日
ま
で
　
T
E
L
０

３
―
５
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
０
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
講
談
社
野
間
記
念
館
　

「
近
代
日
本
の
花
鳥
画
展
」
　

３
月
６
日
ま
で
　
T
E
L
０
３

―
３
９
４
５
―
０
９
４
７
　
一

般
５
０
０
円
　
月
、
火
休
館

　
●
根
津
美
術
館
　
「
松
竹
梅

　
新
年
を
寿
ぐ
吉
祥
の
で
デ
ザ

イ
ン
」
　
２
月
14
日
ま
で
　
T

E
L
０
３
―
３
４
０
０
―
２
５

３
６
　
一
般
１
０
０
０
円
　
月

曜
日
休
館

　
●
B
u
n
k
a
m
u
r
a

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
「
英
国

の
夢
　
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
展
」

　
３
月
６
日
ま
で
　
T
E
L
０

３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
５
０
０
円
　
1
/
25
休
館

　
●
練
馬
区
立
美
術
館
　
「
浜

田
浄
の
軌
跡
　
重
ね
る
、
削
る

　
絵
画
」
　
２
月
７
日
ま
で
　

T
E
L
０
３
―
３
５
７
７
―
１

８
２
１
　
月
曜
日
休
館

　
●
森
美
術
館
　
「
村
上
隆
の

五
百
羅
漢
図
展
」
　
３
月
６
日

ま
で
　
T
E
L
０
３
―
５
７
７

７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
　
一
般
１
６
０
０
円
　

無
休

　
●
永
青
文
庫
　
「
狂
言
を
悦

し
む
」
　
２
月
21
日
ま
で
　
T

E
L
０
３
―
３
９
４
１
―
０
８

５
０
　
一
般
８
０
０
円
　
月
曜

日
休
館

　
●
武
蔵
野
市
立
吉
祥
寺
美
術

館
　
「
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
＿

ピ
ー
ス
：
か
た
ち
を
（
た
）
も

た
な
い
記
録
」
　
２
月
28
日
ま

で
　
T
E
L
０
４
２
２
―
２
２

―
０
３
８
５
　
一
般
１
０
０
円

　
月
曜
日
、
1
/
27
休
館

　
●
府
中
市
美
術
館
　
「
若
林

奮
　
飛
葉
と
振
動
」
　
２
月
28

日
ま
で
　
T
E
L
０
３
―
５
７

７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）
　
一
般
７
０
０
円
　

月
曜
日
休
館

　
●
町
田
市
立
博
物
館
　
「
魅

惑
の
小
宇
宙
！
　
懐
中
時
計

展
」
　
３
月
６
日
ま
で
　
T
E

L
０
４
２
―
７
２
６
―
１
５
３

１
　
一
般
３
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
山
梨
県
立
博
物
館
　
「
天

の
虫
の
お
き
み
や
げ
　
山
梨
の

養
蚕
信
仰
」
　
２
月
29
日
ま
で

　
T
E
L
０
５
５
―
２
６
１
―

２
６
３
１
　
一
般
５
１
０
円
　

火
曜
日
休
館

　
＝
お
出
か
け
前
に
再
確
認
し

て
下
さ
い
＝

　
●
そ
ご
う
美
術
館
　
「
日
本

画
の
革
新
者
た
ち
展
」
　
２
月

16
日
ま
で
　
T
E
L
０
４
５
―

４
６
５
―
５
５
１
５
　
一
般
１

０
０
０
円
　
無
休

　
●
鎌
倉
国
宝
館
　
「
肉
筆
浮

世
絵
の
美
　
氏
家
浮
世
絵
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
　
２
月
14
日
ま
で

　
T
E
L
０
４
６
７
―
２
２
―

０
７
５
３
　
一
般
４
０
０
円
　

月
曜
日
休
館

　
●
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・

地
球
博
物
館
　
「
日
本
の
ス
ゲ

　
勢
ぞ
ろ
い
」
　
２
月
28
日
ま

で
　
T
E
L
０
４
６
５
―
２
１

―
１
５
１
５
　
無
料
　
月
、
火

曜
日
休
館

　
●
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術

館
　
「
松
本
姿
水
と
季
節
の
情

趣
」
　
２
月
21
日
ま
で
　
T
E

L
０
２
８
３
―
８
６
―
２
０
０

８
　
一
般
５
１
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
サ
ト
エ
記
念
21
世
紀
美
術

館
　
「
生
誕
１
３
０
年
記
念
　

斎
藤
与
里
展
」
　
３
月
13
日
ま

で
　
T
E
L
０
４
８
０
―
６
６

―
３
８
０
６
　
一
般
９
０
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
千
葉
市
美
術
館
　
「
初
期

浮
世
絵
展
　
版
の
力
・
筆
の
力
」

　
２
月
28
日
ま
で
　
T
E
L
０

４
３
―
２
２
１
―
２
３
１
１
　

一
般
１
２
０
０
円
　
2
/
1
休

館　
●
池
田
20
世
紀
美
術
館
　

「
40
年
の
歩
み
展
　
P
a
r
t

３
」
　
３
月
15
日
ま
で
　
T
E

L
０
５
５
７
―
４
５
―
２
２
１

１
　
一
般
１
０
０
０
円
　
水
曜

日
休
館

　
●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
　
「
大
名

品
展
」
　
３
月
６
日
ま
で
　
T

E
L
０
５
５
７
―
８
４
―
２
５

１
１
　
一
般
１
６
０
０
円
　
無

休
館
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２
０
１
６
年
３
月
15
日
ま
で
の
主
な
展
覧
会
情
報

美
術
館
・
博
物
館
ガ
イ
ド

東
京
都
内

東
京
郊
外

関
東
北
部

関
東
南
部

　
■
箱
根
ラ
リ
ッ
ク
美
術

館
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町
仙
石
原
１
８
６
番

１
）
　
電
話
０
４
６
０（
８

４
）
２
２
５
５
　
一
般
１

５
０
０
円
、
大
学
生
・
高

校
生
・
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
１
３
０
０
円
、
中
学

生
・
小
学
生
８
０
０
円
年

中
無
休
　

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク

の
生
涯
と
出
会
う

　
■
江
戸
民
具
街
道
（
神

奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町

久
所
４
１
８
）
　
電
話
０

４
６
５
（
８
１
）
５
３
３

９
　
月
曜
日
休
館
　

か
ら
く
り
人
形
な
関

係
資
料
多
数
展
示
中

　
■
箱
根
写
真
美
術

館

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
強
羅
１
３
０
０
―
４

３
２
）
　
電
話
０
４
６
０

（
８
２
）
２
７
１
７
　
火

曜
日
休
館
　
毎
週
土
曜
日

は
夕
方
５
時
ま
で
営
業
　

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す



　
毎
年
２
月

22
日
（
猫
の

日
）
、
こ
の

日

か

ら

ス

タ
ー
ト
。

　
各
作
家
さ

ん
が
い
ろ
い

ろ

な

手

法

で
、
そ
れ
ぞ

れ
の「
ネ
コ
」

を
表
現
し
て

い
る
。
木
工
、

紙
粘
土
、
陶

芸
、
版
画
、

も

ペ

ン

画

も
。
今
年
は

ガ
ラ
ス
細
工

な

ど

も

登

場
。

　
●
各
作
家

さ
ん
は
次
の
通
り
。

　
か
り
や
淳
子
、
ウ
シ
ャ
ン
ガ

後
藤
工
房
、
横
森
テ
ル
オ
、
森

節
子
、
中
田
幸
代
、
は
ち
ぴ
ー

工
房
、
岡
文
子
、
に
ー
た
か
、

畠
山
晶
、
細
井
そ
の
子
、
細
谷

カ
ズ
、
和
田
圭
以
、
高
瀬
美
恵

ほ
か
。

　
◆
２
月
22

日

（
月
）
～
３
月
７

日
（
月
）
ア
ー
ト
に
囲
ま
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
リ
ゾ
ー
ト
　
A
r
t

G
a
l
l
e
r
y

L
O
S

P
I
N
O
S

&

C
a
f

e
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
南
藤
沢

７
―
６
―
１
０
２
）
　
T
E
L

０
５
０
―
８
０
０
―
５
０
７
９

０
　
営
業
時
間
：
12
：
00
～
18

：
00
　
水
曜
日
休
廊

　
万
年
筆
は
明
治
時

代
に
日
本
に
輸
入
さ

れ
は
じ
め
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で

の
毛
筆
に
代
わ
っ
て
、
公
的
な

筆
記
具

と
し
て

広
く
用

い
ら
れ

て

き

た
。
い

わ
ば
近

代
日
本

の
筆
記

を
支
え
た
道
具

と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の

展
示
で
は
、
そ

の
歴
史
や
製
作

に

必

要
な
技

術
、
装
飾
、
さ
ら
に
は
ふ
だ
ん

の
暮
ら
し
の
な
か
で
の
位
置
づ

け
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
光
を
あ
て
て
み

る
。

　
第
1
部
で
は
、
明
治
に
な
っ

て
輸
入
さ
れ
た
万
年
筆
が
人
び

と
を
と
ら
え
、
や
が
て
国
産
化

さ
れ
て
い
っ
た
様
子
に
つ
い

て
、
そ
の
技
術
に
目
配
り
し
な

が
ら
見
て
い
く
。

　
第
２
部
で
は
、
近
代
の
暮
ら

し
の
な
か
で
万
年
筆
が
は
た
し

た
役
割
や
位
置
に
つ
い
て
、
販

売
の
様
相
、
使
用
さ
れ
た
諸
場

面
、
特
に
個
人
の
表
象
と
し
て

万
年
筆
が
用
い
ら
れ
て
き
た
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
取
り
あ
げ

る
。

　
全
体
を
通
じ
て
、
文
字
を
書

く
道
具
と
し
て
の
万
年
筆
が
、

近
代
の
庶
民
生
活
の
な
か
で

担
っ
て
き
た
多
様
な
意
味
を
考

え
、
万
年
筆
を
め
ぐ
る
文
化
を

歴
史
の
な
か
で
考
え
て
み
る
。

　
◆
３
月
８
日
（
火
）

～
５
月
８
日
（
日
）

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
企

画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ
（
千
葉
県
佐

倉
市
城
内
町
１
１
７
）
　
T
E

L
０
４
３
―
４
８
６
―
０
１
２

３
　
一
般
８
３
０
円
　
高
校

生
・
大
学
生
４
５
０
円
　
中
学

生
以
下
無
料
　
３
月
14
日
（

月
）
、
22
日
（
火
）
、
４
月
４
日

（
月
）
、
11
日
（
月
）
、
18
日

（
月
）
、
25
日
（
月
）休
館
（
3

/
28
（
月
）
、
5
/
2
（
月
）は
開

館
）

　
い
つ
の
時

代
も
子
ど
も

か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世

代
を
魅
了
し

つ
づ
け
る
恐

竜
。
今
回
、

最
前
線
で
の

研
究
を
活
か

し
、
ス
ピ
ノ

サ
ウ
ル
ス
の

復
元
骨
格
が

日

本

初

公

開
。
水
中
に

潜
ん
で
い
た

と
い
う
最
新

研
究
を
も
と

に
、
驚
き
の
生
態
を
解
き
明
か

す
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ

ノ
市
立
自
然
史
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
、
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル

ス
の
吻
部
（
口
先
）
の
実
物
化
石

も
特
別
展
示
。
他
の

肉
食
恐
竜
と
は
大
き

く
異
な
る
歯
や
細
長

い
口
な
ど
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で

発
表
さ
れ
た
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
「
ス

コ
ッ
テ
ィ
」
の
全
長
約
12
m
に

も
及
ぶ
全
身
復
刻
骨
格
も
披

露
。
同
種
の
中
で
も
最
大
級
の

大
き
さ
を
持
つ
「
ス
コ
ッ
テ
ィ
」

と
、
全
長
約
15
m
の
ス
ピ
ノ
サ

ウ
ル
ス
に
よ
る
夢
の
共
演
が
実

現
し
、
両
者
の
進
化
の
秘
密
に

つ
い
て
迫
る
。
　

　
◆
３
月
８

日

（
火
）
～
６
月
12

日
（
日
）

　
国
立
科
学
博
物
館

特
別
展

示
室
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公

園
７
―
20
）
　
T
E
L
０
３
―

５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
・
大

学
生
１
６
０
０
円
　
小
・
中
・

高
校
生
６
０
０
円
　
月
曜
日
休

館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

火
曜
日
（
3
/
28
は
開
館
）
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Art Gallery LOS PINOS & Cafe

第5回　大ネコ展第5回　大ネコ展
2月22日（月）～3月7日（月）

万
年
筆
の
生
活
誌

―
筆
記
の
近
代
―

 国立歴史
民俗博物館

恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016恐竜博2016

史上最大の肉食恐竜スピノサウルス、
　　　　　　　　驚きの生態を解明する

メ
モ

メ
モ

メ
モ


